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【手続補正書】
【提出日】平成21年3月25日(2009.3.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　グラデーション部分を有するクリップアート画像を含むカラー文書画像を入力して該ク
リップアート画像をベクトル化する画像処理装置における画像処理方法であって、
　選択手段が、入力された前記カラー文書画像からクリップアート画像を選択する選択工
程と、
　抽出手段が、前記クリップアート画像の輪郭情報を抽出する抽出工程と、
　分離手段が、前記カラー文書画像を無彩色部分と有彩色部分とに分離する分離工程と、
　領域分割手段が、前記無彩色部分及び有彩色部分をそれぞれ複数の領域に分割する領域
分割工程と、
　領域統合手段が、前記領域分割工程で分割された前記無彩色部分及び前記有彩色部分の
それぞれの複数の領域のうち、設定された条件を満たす領域をそれぞれ統合する領域統合
工程と、
　変換手段が、前記領域統合工程によって領域統合された後の領域群と前記輪郭情報を用
いて前記クリップアート画像をベクトルデータに変換する変換工程と
　を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項２】
　前記分離工程が、
　前記カラー文書画像をＲＧＢカラー空間からＨＳＶカラー空間に変換する色変換工程と
、
　前記カラー文書画像のＨＳＶカラー空間での色彩情報に基づいて、該カラー文書画像を
無彩色部分と有彩色部分とに分離する無彩色部分と有彩色部分分離工程と
　を有することを特徴とする請求項１に記載の画像処理方法。
【請求項３】
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　前記領域分割工程が、
　前記カラー文書画像の無彩色部分の領域分割に使用する輝度値を設定する第１の設定工
程と、
　前記カラー文書画像の有彩色部分の領域分割に使用するカラー情報を設定する第２の設
定工程と、
　前記カラー文書画像の無彩色部分内の領域のうち前記輝度値の差が一定値内の領域を同
一の領域として、該一定値外の領域を別の領域として領域分割する無彩色部分の領域分割
工程と、
　前記カラー文書画像の有彩色部分内の領域のうち前記カラー情報の差が一定値内の領域
を同一の領域として、該一定値外の領域を別の領域として領域分割する有彩色部分の領域
分割工程と
　を有することを特徴とする請求項１に記載の画像処理方法。
【請求項４】
　前記カラー情報がＲＧＢ色情報であって、該カラー情報の差がＥｕｃｌｉｄｅａｎ距離
であることを特徴とする請求項３に記載の画像処理方法。
【請求項５】
　前記領域統合工程が、
　前記カラー文書画像の無彩色部分の領域統合に使用される輝度値距離の閾値を設定する
第１の設定工程と、
　前記カラー文書画像の有彩色部分の領域統合に使用されるＲＧＢ情報距離及び色相距離
の閾値をそれぞれ設定する第２の設定工程と、
　前記分割された無彩色部分の複数の領域の輝度値距離が前記閾値以下の場合に領域統合
する無彩色部分の領域統合工程と、
　有彩分割された有彩色部分の複数の領域のＲＧＢ情報距離及び色相距離がそれぞれの前
記閾値以下の場合に領域統合する有彩色部分の領域統合工程と
　を有することを特徴とする請求項１に記載の画像処理方法。
【請求項６】
　グラデーション付きの画像を含む文書画像を入力して該画像をベクトル化する画像処理
装置における画像処理方法であって、
　領域分割手段が、前記画像を領域分割する領域分割工程と、
　ラベリング手段が、前記画像の領域分割後のそれぞれの領域をラベリングするラベリン
グ工程と、
　グラデーション種別判定手段が、ラベリングされた前記画像内のそれぞれの領域のグラ
デーション種別を判定するグラデーション種別判定工程と、
　記述手段が、判定されたグラデーションの種別に応じて前記領域をグラフィック言語で
記述する記述工程と
　を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項７】
　前記グラデーション種別判定工程が、
　前記領域分割後のそれぞれの領域内の各画素の色変化方向を検出する色変化方向検出工
程と、
　前記色変化方向が同じ方向の場合、前記領域内のグラデーションを線状グラデーション
と判定する線状グラデーション判定工程と、
　前記色変化方向が同じ方向でない場合、前記領域内のグラデーションを放射状グラデー
ションと判定する放射状グラデーション判定工程と
　を有することを特徴とする請求項６に記載の画像処理方法。
【請求項８】
　前記グラデーション種別判定工程が、
　前記領域分割後のそれぞれの領域内の各画素の色変化方向を検出する色変化方向検出工
程と、
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　前記各色変化方向の方向ベクトルの交点を検出する交点検出工程と、
　前記方向ベクトルの交点が検出された場合、前記領域内のグラデーションを放射状グラ
デーションと判定する放射状グラデーション判定工程と、
　前記方向ベクトルの交点が検出されない場合、前記領域内のグラデーションを線状グラ
デーションと判定する線状グラデーション判定工程と
　を有することを特徴とする請求項６に記載の画像処理方法。
【請求項９】
　前記交点検出工程が、
　同じ方向ベクトルを持つ画素の領域の重心を求める重心検出工程と、
　前記重心からの方向ベクトルをこの領域の代表ベクトルとして抽出するベクトル抽出工
程と、
　任意の二つの方向ベクトル間の交点を求めるベクトル間交点検出工程と、
　前記二つの方向ベクトル間の交点が一定距離内の場合に前記領域内にグラデーション交
点があると判断し、該交点をグラデーション交点とするグラデーション交点検出工程と
　を有することを特徴とする請求項８に記載の画像処理方法。
【請求項１０】
　色最大値最小値検出手段が、前記線状グラデーション判定工程によって線状グラデーシ
ョンと判定された前記領域内の色の最大値と最小値を検出する色最大値最小値検出工程と
、
　線状グラデーションパターン判定手段が、検出された色の最大値が存在する第１の画素
の位置と最小値が存在する第２の画素の位置とを含む直線上に位置する二つの画素の色値
により、線状グラデーションの色の濃淡パターンを判定する線状グラデーションパターン
判定工程と
　を有することを特徴とする請求項７に記載の画像処理方法。
【請求項１１】
　グラデーション部分を有するクリップアート画像を含むカラー文書画像を入力して該ク
リップアート画像をベクトル化する画像処理装置であって、
　入力された前記カラー文書画像からクリップアート画像を選択する選択手段と、
　前記クリップアート画像の輪郭情報を抽出する抽出手段と、
　前記カラー文書画像を無彩色部分と有彩色部分とに分離する分離手段と、
　前記無彩色部分及び有彩色部分をそれぞれ複数の領域に分割する領域分割手段と、
　前記領域分割手段で分割された前記無彩色部分及び前記有彩色部分のそれぞれの複数の
領域のうち、設定された条件を満たす領域をそれぞれ統合する領域統合手段と、
　前記領域統合手段によって領域統合された後の領域群と前記輪郭情報を用いて前記クリ
ップアート画像をベクトルデータに変換する変換手段と
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項１２】
　グラデーション付きの画像を含む文書画像を入力して該画像をベクトル化する画像処理
装置であって、
　前記画像を領域分割する領域分割手段と、
　前記画像の領域分割後のそれぞれの領域をラベリングするラベリング手段と、
　ラベリングされた前記画像内のぞれぞれの領域のグラデーション種別を判定するグラデ
ーション種別判定手段と、
　判定されたグラデーションの種別に応じて前記領域をグラフィック言語で記述する記述
手段と
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項１３】
　請求項１から１０の何れか一項に記載の画像処理方法をコンピュータに実行させるため
のプログラム。
【請求項１４】
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　請求項１３に記載のプログラムを格納したことを特徴とするコンピュータ読み取り可能
な記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記課題を解決するために、本発明は、グラデーション部分を有するクリップアート画
像を含むカラー文書画像を入力して該クリップアート画像をベクトル化する画像処理装置
における画像処理方法であって、
　選択手段が、入力された前記カラー文書画像からクリップアート画像を選択する選択工
程と、
　抽出手段が、前記クリップアート画像の輪郭情報を抽出する抽出工程と、
　分離手段が、前記カラー文書画像を無彩色部分と有彩色部分とに分離する分離工程と、
　領域分割手段が、前記無彩色部分及び有彩色部分をそれぞれ複数の領域に分割する領域
分割工程と、
　領域統合手段が、前記領域分割工程で分割された前記無彩色部分及び前記有彩色部分の
それぞれの複数の領域のうち、設定された条件を満たす領域をそれぞれ統合する領域統合
工程と、
　変換手段が、前記領域統合工程によって領域統合された後の領域群と前記輪郭情報を用
いて前記クリップアート画像をベクトルデータに変換する変換工程と
　を有することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、上記課題を解決するために、本発明は、グラデーション付きの画像を含む文書画
像を入力して該画像をベクトル化する画像処理装置における画像処理方法であって、
　領域分割手段が、前記画像を領域分割する領域分割工程と、
　ラベリング手段が、前記画像の領域分割後のそれぞれの領域をラベリングするラベリン
グ工程と、
　グラデーション種別判定手段が、ラベリングされた前記画像内のそれぞれの領域のグラ
デーション種別を判定するグラデーション種別判定工程と、
　記述手段が、判定されたグラデーションの種別に応じて前記領域をグラフィック言語で
記述する記述工程と
　を有することを特徴とする。
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